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ユユリリ(花き類・観葉植物の登録農薬も使用できる)
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エコショット ◎

ＩＣボルドー66Ｄ ◎

トップジンＭ水㋠ ◎ ◎

アフェットFL ◎ ◎ ◎

パレード20FL ◎

フルピカFL ◎ ◎

◎
浸

フロンサイド粉 ◎

フロンサイドＳＣ ◎

オンリーワンFL 浸

ポリオキシンＡＬ溶 ◎

オーソサイド水80 浸

ダコニール1000 ◎ ◎

ホーマイ水㋠ 1･M3 球

カスミンボルドー 24･M1 ◎

カッパーシン水 24･M1 ◎

ジメトエート粒剤 劇 ◎

◎
◎

トレボン乳 ◎

ウララ50ＤＦ ◎

グレーシア乳 浸

㋠：チオファネートメチル含有剤　㋬：ベノミル含有剤　㋠を使用した場合には同じ作で
の㋬は使用しないこと。その逆も同様（種子への処理および塗布処理を除く、詳細は
P.856　参照）。
*a:植付前                   *j:株元土壌混和
*b:植付前又は貯蔵前　　　 　*k：作条土壌混和
*d:発病前～発病初期
*e:発病初期
*f:定植前
*g:定植後
*h:発生初期
*i:定植時
浸：球根浸漬
球：球根腐敗病で球根浸漬又は球根粉衣

フロンサイド水

ダイアジノン粒剤５
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ユユリリ 花き類・観葉植物の登録農薬も使用できる

病害虫名 防除時期 防除方法 参考事項
葉枯病 植付前 ・雨よけ栽培を行う。 梅雨期に発生しやす

い。生育期 ・梅雨期に次の薬剤のいずれかを
散布する。
ダコニール 倍
フルピカフロアブル

～ 倍
フロンサイド水和剤 倍
ポリオキシンＡＬ水溶剤 倍

茎腐症
リゾープ

ス菌によ
る

植付前 ・次の薬剤を土壌混和する。

フロンサイド粉剤

密植、過湿をさけ、
特に茎葉が軟弱になら
ないように注意する。

茎腐病 生育期 ・発生の初期に次の薬剤を散布する。
トップジンＭ水和剤㋠

～ 倍
白絹病 植付前 ・次のいずれかで土壌消毒する。

ガスタード微粒剤＊
バスアミド微粒剤＊

いずれも ～

＊花き類・観葉植物で
の登録

生育期 ・発生を見たら次の薬剤を株元に
散布する。
モンカットフロアブル ＊

～ 倍

鱗茎さび
症

植付前 ・次の薬剤で球根を瞬間浸漬する。
フロンサイド水和剤 ～ 倍

モザイク
病

植付前 増殖用の球根は健全株からとる。
増殖は寒冷紗被覆による栽培を

行う。

ユリ微斑ウイルス
ＬＭ Ｖ 、キュウリ

モザイクウイルス Ｃ
ＭＶ などによって
起こる。生育期 アブラムシ類を防除する。

発病株は抜きとって処分する。

アブラム
シ類

生育期 ・発生を見たら次の薬剤のいずれ
かを散布する。
アドマイヤーフロアブル＊

倍
オルトラン水和剤＊

～ 倍

ワタアブラムシ、ニ
ワトコフクレアブラム
シが寄生する。

＊花き類・観葉植物で
の登録

その他の病害虫 疫病、炭疽病、ネダニ類
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